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診療価格設定のマニュアルの基本構成
【マニュアルの主旨と条件】
・対象は訪日外国人の自由診療
・医療機関が個々に価格を検討
・経営安定を目的とした算定法
・計算方式は簡便な手法を採用

診療価格の考え方

病院等のケース

診療所のケース

３
つ
の
柱

診療価格設定のアプローチ

提供者の観点
（品質評価、経営評価）

医療費原価技術難易度

支払者（享受者）の視点
（市場評価、価値評価）

患者ｱｳﾄｶﾑ ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 支払意思額

本マニュアル：「医療費原価」に「適正利益」を乗せて算定

海外の価格水準
参照

【病院等（多部門から構成）】

 簡易的な配賦・按分を実施

 配賦・按分の基準は、タイムスタ
ディ調査等から算出

 外国人向けの専門組織や担当
スタッフ（担当業務）は、直接原
価として取り扱い

 間接原価は、日本人患者の費
用と同じとして取り扱い（過大な
配賦・按分を避け）

【診療所等（歯科ｸﾘﾆｯｸも応用）】

 配賦・按分は無し（実績を積分）

 実績の一部（診療時間等）は、タ
イムスタディ調査等から算出

 個々のレセプト（請求内訳）を、さ
らに有効利用（診療材料のみな
らず、各費目の推計に活用）

 間接原価は、小さいと仮定（外国
人患者の診療において“０”とす
る）
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診療価格設定のアプローチの概要
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 請求水準と費目構造（概念的）

基本診療料

初・再診料

入院料等

特掲診療料

医学管理等

検査

画像診断

投薬

処置

手術

・・・・

労務費

経費
(賃借料等)

減価償却費

福利厚生費

利益(再投資)

直
接
原
価

診療報酬(１件当たり) 費目構造(１件当たり)

 原価計算へのアプローチ（条件）

１．診療報酬点数の活用方策

２．利益(再投資)の位置づけ

３．間接原価の取扱い方法

 材料費を除くものをベースライン
（倍数算定が現場運用で望ましい）

 同水準で変化がないものとする
（診療の質や価値の向上は追加費）

 直接(変動)原価を中心に算定する
（配賦・按分の負荷は軽減すべき）

追加費目（間接原価含）訪日外国人の追加請求

間
接
原
価

通常診療の
原価増加分

外国人診療の
原価追加分

訪日外国人診療
の場合（１件当たり）

本邦の
公的診
療報酬
請求点
数

医療費
原価
（労務
費、経
費等）

医療費
原価
（労務
費等）
＝
倍数

公的診
療報酬
請求点
数
×
倍数

通常診療
に相当す
る範囲の
外国人診
療に伴う
原価増

医療費
原価
（労務
費、経
費等）

通常診療
以外の外
国人診療
に伴う追
加原価

一般国民の通常診
療の場合

通訳翻訳・患
者紹介・特殊
対応等

「実績調査」

会計費目の１
件当たりの割
戻等

「各種調査」
診療実態・財
務諸表・各種
統計等から配
賦・按分等

訪
日
外
国
人
の
特
別
診
療
の
全
体
原
価（注）必要に応じて補助金等の比率

も倍数（係数）に組入れを行う

材料費

利益

（
訪
日
外
国
人
の
価
格
水
準
の
概
念
）

（注）利益は、原価追加分を対象(販管費等も含む概念)

（注）保険適用外部分は、影響の程度や内容を考慮
し、倍数算定または原価追加分での取扱を検討する

訪日外国人の価格水準の概念 訪日外国人の診療に関わる医療原価（２つの観点から算定し合算）

訪日外国人の診療価格の設定のイメージ（ゴール）日本人診療に対する外国人診療の価格上昇の基本アプローチ



病院等（多部門から構成）の場合のマニュアル
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STEP１： 原価計算の準備

 施設の財務諸表、統計年報、施設面積などを収集
 タイムスタディ調査の部門間調整、調査票手配など

STEP２： 施設全体の直接費／間接費を整理

 財務諸表などから過年度の直接費と間接費を整理
 施設全体の直接費と間接費の比率を算出し活用

STEP３： 時間調査などで外国人診療の負担増を把握

 診療時間、診療人数、時間帯（単価）などを観測
 上記要素の日本人診療に対する増加割合を係数に

STEP４： 外国人診療の直接費の増加分を推計

 負担増を反映した外国人診療の直接費を推計
 上記を組み込んだ施設全体の直接費を整理

STEP５： 施設全体の直接費を簡易的に配賦・按分

 施設全体⇒個別部門⇒外国人１人に配賦・按分
 上記の算定では外国人診療の個別レセプトで補正

STEP６： 外国人診療の価格設定

 STEP2とSTEP5から間接費を導出し直接費と合算
 レセプトの診療材料費と施設の平均利益を追加

価格設定の手順 STEP2

STEP4

STEP6 STEP5 4



診療所等（歯科ｸﾘﾆｯｸも対象）の場合のマニュアル
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STEP１： 原価計算の準備

 施設の財務諸表、統計年報、購入単価などを収集
 タイムスタディ調査の部門間調整、調査票手配など

STEP２： 施設全体の直接費を整理

 財務諸表などから費目別の直接費と間接費を整理
 施設全体の間接費は運営特性から“０”として整理

STEP３： 時間調査などで外国人診療の負担増を把握

 診療時間、診療人数、時間帯（単価）などを観測
 上記要素の日本人診療に対する増加割合を係数に

STEP４： 平均的な費目別単価を対象病態ごとに補正

 STEP2から通常(日本人)の費目別単価を算出
 日本人診療の個別レセプトの実績で上記補正

STEP５： 外国人診療の直接費の増加分を推計

 STEP4の費目別単価を外国人診療の負担増で整理
 なお人件費は労務費単価(俸給表など)で直接算出

STEP６： 外国人診療の価格設定

 施設全体の利益率を個別レセプトで補正し追加
 レセプトの診療材料費を追加(差益は適宜調整)

価格設定の手順

STEP2 STEP3

STEP5

STEP6



タイムスタディの調査票や収集する財務資料等
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タイムスタディの調査票や収集する財務資料等
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調査方法（調査票等）
は、運営や体制に
そって施設毎に調整
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